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滝 口2016:68)。 さらに,第 3段階の間に,愛着
対象への接近の維持とともに, 日標修正的システ
ムを用いるようになり,愛着対象の永続性等につ


















研究倫理指針 第2 指針内容 A 引用」に基
づき,先行業績の検討に際しては,現著者名・文















する。」(厚生労働省2017b:29)で あった (表 1)。
表1 探索行動と保育指針における保育の内容 との関係
















































2017b:27)で あった (表 3)。
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表 4 目標修正的システムによる,愛着対象の永続性等の理解における,幼児 と保育者の愛着形成に
関する支援
筆者作成 (資料)①保育指針解説 (厚生労働省2018a:146),②アタッチメン ト(愛着)理論から考える保育所保育のあり方
(初塚2010:5),③母子関係の理論 I愛着行動 (BOwlby=1991:315-316)。
Ⅲ-3.目標修正的協調性の形成に対する,幼児と  保育に関するねらい及び内容 「人間関係」におけ
保育者の愛着形成に関する支援       る「④ 保育士等の仲立ちにより,他の子どもと
保育指針において,「 目標修正的協調性の形成」 の関わり方を少しずつ身につける。」 (厚生労働省
とかかわりのある内容は,1歳以上3歳未満児の  2017b:27)で あつた (表 5)。
表 5 目標修正的協調性の形成と保育指針における保育の内容との関係




方があることに気付 く。」 とい う幼児の状況が示























































筆者作成 (資料)①保育指針 (厚生労働省2017b:38),②アタッチメント(愛着)理論から考える保育所保育のあり方 (初塚
2010:5),③母子関係の理論 I愛着行動 (Bowlby=1991:417-419)。
保育指針解説 (厚生労働省2018a:214-216) 第に自立へと向かっていく。」 とい う経験につな
では,「内的作業モデル」にあたる部分として,  がるとされていた。
以下の2点があげられていた (表 8)。         次に,「信頼する保育士等に温かく見守 られ ,
まず,「保護者や保育士等を心の拠 りどころと  支えられていると感 じる。」とい う幼児の状況に
しながら,行きつ戻 りつする。」 とい う幼児の状  対し,保育者の援助として「必要に応 じて適切な
況に対し,保育者の援助として 「困ったことが起  援助を行 う。」があげられてお り,こ うした保育
きる時,援助の求めに応 じる。」があげられてお  者の援助によって幼児は,「次第に自立へと向かっ
り,こ うした保育者の援助によって幼児は,「次  ていく。」という経験につながるとされていた。
表 8 内的作業モデルにおける,幼児と保育者の愛着形成に関する支援
筆者作成 (資料)①保育指針解説 (厚生労働省2018a:214-216),② アタッチメント(愛着)理論から考える保育所保育のあり















































必要に応 じて適切な援助を行 う。 諦めずにや り遂げることができる。
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は793,278人 (38.1%), 平,成 28年4月 では837,949人 (42.2
%),平成29年4月 では884,514人 (45。 7%),平成30年 4月
では921,313人 (47.0%), 平成 31年 4月 では943,470
人 (48。 1%)と年々増加 している。また,3歳以上児も,平
成27年 4月 では1,452,774人 (46.0%),平成28年 4月 では
1,483,551人 (47.7%),平 成29年 4月 では1,515,183人 (49.
3%),平成30年 4月 では1,543,144人 (51.4%),平 成31年4
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The support for the development of attachIIlent between ch畳 dren aged from l to 3,
children aged f'on1 3 or older, and nursery teacher based on the Nursery care guidelines
(Lttnistry of Health,Labour and Welfare Notiication No。 117,2017).
INOUE yuko
In this study, it's aimed to organize the involvement of childcare in early childhood and
attachment behavior advocated by Bowlby , and consider support for the development of
attachment between children aged from 1 to 3, children aged from 3 or older, and nursery
teacher.
The method was a literature study on Nursery care guidelines (Ministry of Health, Labour and
Welfare Notification No. 117, 2017), and the commentary on Nursery care guidelines.
As a result, it was discovered the involvement of childcare in early childhood and "exploratory
behavior" , "understanding the persistence of attachment figure based on goal-corrected system" ,
"the development of goal-corrected partnership" , and "internal working model" , which are
attachment behaviors in early childhood as support for the development of attachment between
children aged from 1 to 3, children aged from 3 or older, and nursery teacher.
The above results suggest that students studying in designated nursery teacher training
facilities may help to deepen their understanding of support for the development of attachment
between children aged from 1 to 3, children aged from 3 or older, and nursery teacher.
Key words : Nursery care guidelines (Ministry of Health, Labour and Welfare Notification No.
7L7, 2077) , the commentary on Nursery care guidelines, attachment behavior , childcare in
early childhood , the development of attachment
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